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We 　apply 　the　Molecular　Hydrodynamics　methOd （MH ）to　3D 　numerical 　simu 且atiens 　of 　a　wind 　accretion 　occurring 　in　a

剛 mbiotic 　star　Z　Andromedae．　A 　time　stop 　in　the　MH 　is　not 　hmited　by　the　CFL 　condition ．　altheugh 　the　MH 　is　one 　of

explicit 　schemes ．　In　the　MH ，　a　vacuum 　region 　and 　a 　high　Mach 　number 　flow　are 　easily 　treated ．　The 　MH 　is　very 　robust

mthis 　 sense ．匸n 　our 　simu1atien ，　 we 　find　a　bow 　shock 　and 　 an 　 accretion 　disc　around 　 an 　 accretor ，　of 　which 　 sitUation 　ls

similar 　to　Mitsumoto 　et 　al ．（2005 ）．　We 　get　somewhat 　smoother 　solutionsthan 　theirs，　theugh ，　It　is　probably　because　the
MH 　has　1arger　vlscosity 　than　finite　difference　methods ．

1．は じめに

　 我 々 は前 回 の 年会 にお い て 、分 子 流体 力学法（Molaular

Hyd 蜘 amics −MH ）を新たな粒 子法として提案 した
ω ．この 手法

は陽 的法 で あ りなが ら CFL 条件に 縛 られ ない とい う特有 の 長所

を持 つ 非常に強力な手法で あ る．

　今回 は この MH を共生 星の 進 化に適用 した．　 Mitsumoto　et

al．（2005）と同様に ZAnd を対象 として、　 MH に より 3次元数値シ

ミュ レーシ ョ ン を行 っ た．

2 分 子流体 力掌法

　分子流体力学法は粒子の移動 と衝突を追跡す るこ とで、流体運

動 をシ ミュ レートす る粒子 法であ る．こ の 手 法では計算領域 をセ

ル に 分ける．衝突対をセ ル 内で 探 し、衝突後の 速 度方向は乱数に

よ り等方的に 決め る．こ こで粒 子の平均自由行程をセ ル 幅程度に

固 定す る こ とで、密度 に よ らずガ ス を熱平衡に近 づ け る．

3．数値モ デル

　連星は 円 軌道で公 転する と仮 定す る．座標系の 原点 を降着星 に

置 く．放出星は 点（−1ρ）に ある．連星 と共 に公 転す る回 転系で 見る．
3．1．パ ラメータ 「

　放 出星か らの 輻 射圧の 効果 を考慮す る ためにパ ラ メ
ー

タ P を導

入 し、放出星の 重カポ テ ン シ ャ ル に （1 − F） を乗ず る．
3．2．計算条件

xy 平面 を公 転面 に と り、−2．oく x く Lo，−1．5〈yぐ 15、o 党 く 1．o とす る．
こ の領域を 300x300ixloo の セ ル に 分け る．時間刻み は dt−dx 、粒

子 の 平均 自由行程は λ蔦0．3dxと した、
　初期に 計算領 域は真 空 とし、放 出星表 面付近か ら等方的 に粒 子

を発生 させた．流入粒 子には流 速 20krn！s と、放出星の 温度 に対応

した音速 5、7kmfs を与 え る．ガ ス の 比熱比は 1．01 と した ，赤道面

で は 対称を仮定 した．計算領域外 に到達 した粒子 は取 り除 く．ま

た降着星周 りに 半径 ODO6 の 球状 の 穴 を考え、それ よ り内側 に入

っ た粒子 は 降着星 に 降着した と して取 り除 く．
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　Fig．1　DenSity・disbibutiori　and 　velocity　field　on　an　eqiatorial 　plane　of

　　　　　　 intem・ediate　type　fi・ w 跚 山splay 面．
4．縮果

4．1，3 タイ プの流れ

　 r を 0．9，0．94、　1．0 に変化 させ た 結果、ロ ッ シ ュ ロ
ーブ溢れ流型 ・

中間流型（Fig．1）・星 風 降着流型の 3 タ イ プの 流れが確認 され た，
4．　2．他の 手法との比較

　MH の 計算結果をMitsumσto　et　al．（2005）と比 較した．全体的な流

れ の 特徴 は 同 じだが、衝撃波は MH の 方が滑 らか な形 となっ た．

5．まとめ

　分子流体力学法 を用 い て、ZAnd で 起こ る星風 降着 流の 3 次元

数値シ ミュレーシ ョ ン を行 っ た．放出星の 輻射圧の 影響 を r に よ

っ て近 似 し、Mitsum （船 e回 、（2005）と同様の 結果を得 るこ とが で き

た．とこ ろが結果を完全に合わせ るの は 難 しい ．その 原因として

は 計算法 ・
粘陸

・
真空の 扱い 方の 違い な どが考え られ る．
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